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 講演では、障害者雇用促進法の改正に至る経緯や内容、施行までに準

備するべきことや課題を説明。 

 その後のパネルディスカッション。聴覚障害者が働きやすくなるため

の“合理的配慮”を実現するためには、事業者負担を求めるだけでなく第

三者的な相談支援機関の設立や国の支援体制の見直しが必要であるとの

提言あり。さらに、聴覚障害者４人を含む障害者を多く雇用し、ソフ

ト・ハード両面の環境が整う『株式会社キューピーあい』の事例紹介が

あった。手話通訳者も４人従業員として働いており、多様なコミュニ

ケーション手段が用意され、話しやすい雰囲気になっている。“障害者”

ではなく、“１人の社員”としてともに働く社風が素晴らしい。 

第１分科会 運動(労働) 

 行政の仕事をしています。キューピーあいは、社長自らあらゆる障害

者を積極的に採用している。行政の場合は障害者採用の時に介助なしが

条件。行政は遅れています。講演を聞いて参考になりました。良い民間

会社があってうらやましい。（東京都 聴者40代男性） 

・全国各地で手話言語条例の動きが活発になってい

るので手話サークルでの手話指導も変わってくるこ

とを学びました。第２部も盛り上がっていたので、

これからも続けて欲しい。（沖縄県宮古島 ろう者 

林裕樹さん） 
 
・ゲーム形式でとても楽しめました。「2014新しい

手話」の本をしっかり読み込まないといけないです

ね。（富山県 聴者女性 S.Iさん） 
 
・盾をいただいて嬉しかったです。でもまだ優勝し

た実感が湧きません。手話講師として日々研究を重

ねているので、これからも頑張りたいと思います。

（新しい手話検定優勝者 山梨県 ろう者 筑後健美

さん） 
 
・まさか優勝するとは思っていませんでした。でも

新しい創作手話に挑戦して、皆さんからたくさんの

評価をいただいて嬉しかったです。（創作手話コン

テスト優勝者 大阪府ろう者男性 丘村さん） 

第２分科会 手 話 

 2013年に「手話言語条例」が制定された鳥取県で、その運動に実際に携

わった担当者にお越しいただき、条例の内容や運動のエピソードをお聞き

しました。また第２部では恒例となった「新しい手話検定＆創作手話コン

テスト」が行われました。「ダイオウイカ」「カリスマ」などの手話表現

について、参加者の皆さんが積極的にアイデアを出していました。 
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・講師の話し方がわかりやすかった。国語が好きになるような小学

校低学年向けの教材を希望。高学年向けのビデオ教材が無いの

はなぜ？自分たちで作るのも大変。ろう教育についてはまだまだ。

私は幼稚部保護者への指導者。幼稚部向けの教材も欲しい。（千

葉県 30代ろう者 女性） 

・全国にあるろう学校幼稚部の70％で手話が導入されていることに

驚いた。まず手話を身につけ自分で考え発信する力をつけてから、

小学部の勉強を始めるための橋渡し」とのことだが、 

・とても良い内容の講演です。経験からのお話が多い。若い人は防

災メールで情報が分かるが、年配者はメールが苦手。ＦＡＸでの情

報も文章が苦手な人が多く、分からない。年配者に対してのサポー

トがないのが問題・・・（岐阜県 ろう者男性 太田さん） 
 

・「防災」の講演を聞くのは２回目。今まで地震や津波の経験はな

いが、地元で学習会がある予定なので勉強したいと思い受講した。

経験談が聞けて良かった。小さいとき水害を経験したが、その時が

家族で支え合い外に出ず、家の中でじっとしていたこともある。

（山口県 ろう者女性 Ｓ.Ｙさん） 
 

・東日本大震災の時、東京でバスに乗っていた。揺れでバスが停ま

り、２時間歩いて自宅に帰った。東京でも災害の講演は聞きに行っ

ている。（東京都 ろう者 中村捷子さん） 
 

・災害時の実際の映像はインパクトがあってわかりやすかった。地

元に持ち帰り勉強したい。（京都府 聴者 中西愛さん） 
 

・防災の取り組みを始めて３年。関係団体と協力して学んでいきた

い。（京都府 ろう者 濱島薫さん） 

 2013年に鳥取県で手話言語条例が制定され、次いで北海道石狩市

等でも条例が施行されました。 

 講演では、実際に手話教材を作成した立場からのお話がありまし

た。また、条例や法律ができたら小学校の国語の教育はどう変わる

かということについて、授業の質の向上や教材の充実、集団の確保

などについて報告がありました。 

 全国的に多くの地域で地震などに見舞われることが増えていま

す。基調講演では「地域の防災力」として周囲の人々とのつなが

りや相互支援が大切というお話がありました。 

 パネルディスカッションでは、災害が起きたときの行動につい

て先駆的な取り組みをしている静岡県ではどうしているか、とい

うことについて話し合われました。 

・今回講演を聴いて、学校教育の中ですでに「手話は言語」として教育が

なされていること、文章や言葉を獲得するため絵本を手話表現するのが、

素晴らしい取り組みだと思った。日本語力を身につけつつ、手話を言語と

して大事にしていく必要性を感じた。（埼玉県 聴者 田口麗子さん） 
 
・ろうの彼氏がいて結婚が決まっている。将来生まれてくる自分の子ども

がろうだったら・・・と考えてここに来た。ろう教育についても知らないことが

わかった。手話とビデオの対応など、理解できて良かった。 （千葉県 聴

者 榎本 明さん） 

せっかくの教材を有効活用できるよ

う手話をしっかりと身につけてほし

い。（群馬県 30代聴者 女性） 

・ろう児の日本語獲得には以前から

関心がありました。竹居先生の取り

組み、今後の広がりと成果に期待。

（石川県 聴者男性 酒井さん） 

 


